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体験を通して学ぶ 知識と礼式を身に付ける
　本物の舞台芸術体験事業・7/2 　平成30年度庄原市消防団幹部訓練・7/1

庄原市民会館で広島交響楽団 ( 指揮：直
な お い

井大
だ い す け

輔さん )
のオーケストラ音楽鑑賞教室が開催されました。本物
の舞台芸術体験事業は、次代を担う子どもたちに、本
物の舞台芸術に接する機会を提供し、芸術を愛する心
を育て、豊かな情操を養うために行う事業で、毎年度、
市内小学５・６年生を対象に舞台芸術の体験を行って
います。

本年度は、19 校の児童と引率教員の 672 人が、オー
ケストラの演奏に合わせて元気いっぱいに歌ったり、
指揮者を体験したりするなど、オーケストラの素晴ら
しさや音楽の楽しさを実感しました。指揮者体験した
児童は「緊張した」「楽しかった」など、元気よく感
想を話してくれました。

庄原市高野スポーツ広場で、庄原市消防団の幹部訓
練が行われました。この訓練は、部長以上の階級を対象
に、消防団幹部としての確実軽快な動作と厳正な態度を
身につけるため、庄原市小型ポンプ操法競技大会開催
年を除き毎年実施するものです。

訓練には、各方面隊約140 人が参加し、本市消防団所
属の県委嘱訓練指導員による指導のもと、各個訓練、部
隊訓練などを約３時間行い、団員個人や部隊での動作を
確認しました。

訓練終了後の講評で、備北地区消防組合東城消防署
の板

いたくら

倉恒
つねのり

憲署長は、「今後災害の多い時季になる。引き続
き高い意識を持って消防活動に取り組んでもらいたい」
と話しました。

「住宅デー」で修繕ボランティア
　広島県建設労働組合第 12 地域連合庄原が奉仕活動・6/25

全国統一「住宅デー」の６月 25 日を中心に、市内各
地で広島県建設労働組合による技術奉仕活動が行われ
ました。この活動は、同組合第 12 地域連合庄原が組合
員の仕事や技術を知ってもらい、地域の安全・安心に貢
献しようと取り組むものです。

14 人の組合員が訪れた山内保育所と板橋子育て支援
センターでは、日よけ棚の修繕・塗装、柵の作製や壁の
修繕が、また、７人の組合員が訪れた比和保育所では掲
示板や、すのこの作製などが行われました。

山内保育所の名
な ご し

越敦
あ つ こ

子所長は、「日よけ棚の塗装や送
迎の通路に柵を作ってもらい、子どもたちの過ごす環境
が良くなった。とても助かりました」と感謝していました。

▲オーケストラの演奏に合わせて合唱

▲広島県建設労働組合第 12 地域連合庄原の皆さん

▲各個訓練の様子

№８

№10 №9

▲修繕と塗装された日よけ棚

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

定 期 巡 回
児 童 相 談

庄原 ９月20日㈭10時～16時 児童福祉課あんしん支援係 広島県北部こども家庭
センターによる相談。
１週間前までに予約。

児童福祉課あんしん支援係
☎0824-73-0051

東城 ９月13日㈭10時～16時 東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

人 権 相 談

庄原 ９月４日㈫・18日㈫
13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 三次人権擁護委員協議会
☎0824-62-2572

西城 ９月13日㈭13時30分～15時30分 西城支所

東城 ９月６日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター

口和 ９月20日㈭13時30分～15時30分 口和保健福祉センター

総領 ９月12日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 ９月20日㈭13時～15時30分 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

西城 10月18日㈭13時30分～15時30分 西城支所 西城支所市民生活係
☎0824-82-2124

東城 ９月20日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

口和 ９月28日㈮13時30分～15時30分 口和保健福祉センター 口和支所市民生活係
☎0824-87-2112

高野 10月９日㈫13時～15時 高野支所 高野支所市民生活係
☎0824-86-2115

比和 10月18日㈭13時30分～15時30分 比和自治振興センター 比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

総領 ９月12日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
庄原 ９月21日㈮13時～16時 庄原市ふれあいセンター 広島弁護士会による無

料相談。要予約。
広島弁護士会
☎0120-969-214　高野 10月５日㈮13時～16時 高野支所

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～15時45分

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分

児童福祉課
あんしん支援係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

学 校 で の 体
罰・ ハ ラ ス
メ ン ト 相 談

随時 教育指導課学事係
（各学校でも受け付け）

プライバシーの保護、
秘密保持を徹底しま
す。

教育指導課学事係
☎0824-73-1183

認知症カフェ

庄原 「とんぼ」９月４日㈫・18日㈫
13時30分～15時

庄原ショッピングセンター
ジョイフル２階

相談・ 情報交換
参加費１００円

高齢者福祉課
地域包括支援センター係
☎0824-73-1165　

西城 「コスモスカフェ」
９月６日㈭13時30分～15時

西城保健福祉センター
（しあわせ館）

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城
「おれんじカフェ・ええ塩

あんばい

梅」
９月25日㈫13時30分～15時

東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

身体障害者　
補装具判定会 【肢体】９月20日㈭13時～14時 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ １週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

障 害 者 相 談
員 に よ る 定
期 相 談 会

庄原 ９月10日㈪13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター 知的 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

心の健康相談 ９月18日㈫13時～14時30分
広島県北部保健所

（広島県三次庁舎第３庁舎）
三次市十日市東4-6-1

精神科医師による無料

相談。事前予約が必要。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5185

悩みごと、心配ごと、
お困りごとなど、
お気軽にご相談を

あなたの相談をお受けします
※
日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付 ８月20日㈪・９月３日㈪・10日㈪
９時～17時 保健医療課健康推進係 特になし 支所は随時（事前連絡必要）

育児相談 ９月11日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（ＪＲ備後庄原駅舎内） 母子健康手帳 支所でも実施 （詳細はお問い

合わせください）

母子保健事業　●保健医療課健康推進係　☎0824-73-1255

★東城「遊夏祭」★
多くの出店が集まり、とてもにぎやかな祭です。ス
テージショーをはじめ楽しい催しが盛りだくさん。伝
統の盆踊りも継承しています。山間に響く1200 発
の花火は見応えあり！
■と　き　８月 11日（土）17時～ 21時
■ところ　東城小学校グラウンド
■問い合わせ　東城「遊夏祭」実行委員会（東城町
商工会内）☎ 08477-2-0525

★ヒバゴン郷どえりゃあ祭★
間近で見られる 2000 発の花火が見どころです。幻
の渓流魚ゴギのつかみ取りや子ども大抽選会などの
子ども向けイベントや各種ステージのほか、神楽や
福餅まきなどの楽しい催しがいっぱいです。
■と　き　８月13日（月）10時～22時
■ところ　ウイル西城駐車場
■問い合わせ　ヒバゴン郷どえりゃあ祭実行委員会
（備北商工会本所）☎ 0824-82-2904

★ふるさと盆踊り花火大会 in 比和★
会場近くを流れる比和川沿いに 500 個余りの灯ろ
うが設置され、幻想的な光で辺りを照らします。盆
踊りやうちわ抽選会の後、花火が比和の夜空を飾り
ます。
■と　き　８月 15日（水）19時～ 21時 30分
■ところ　比和中学校グラウンド
■問い合わせ　ふるさと盆踊り花火大会実行委員会
（備北商工会比和支所）☎ 0824-85-2330

★庄原夏まつり花火大会★
約 3000 発の花火が、庄原の夜空を華やかに彩りま
す。水面に映る仕掛け花火も見どころです。
■と　き　８月 26日（日）19時 30分～
　　　　　※雨天の場合は 27日（月）に順延
■ところ　庄原上野公園
■問い合わせ　庄原市観光協会庄原支部
☎ 0824-73-0602

庄原夏まつり

★庄原よいとこ祭★
庄原の夏を締めくくる一大イベントです。25日夜
は恒例パレードで参加団体の熱い踊りが観客を魅了
します。そのほか、ステージやバザーなどイベント
が盛りだくさんです。
■と　き　８月 25日（土）・26日（日）
■ところ　庄原市街地　ほか
■問い合わせ　よいとこ祭実行委員会
☎ 0824-74-6608

夏まつりのシーズンがやってきました。
８月には市内各地で夏まつりが開催されます。
食べるもよし！踊るもよし！見物するもよし！
みんなで楽しんで、暑い夏を乗り切りましょう！

催　
　

し

い
っ
ぴ
ん
ま
る
し
ぇ
　
　
　

in
ゆ
め
さ
く
ら

  

庄
原
市
道
の
駅
等
連
絡
協
議
会

は
、
市
内
の
６
つ
の
交
流
拠
点
施

設
（
道
の
駅
た
か
の
・
道
の
駅
遊

Ｙ
Ｏ
Ｕ
さ
ろ
ん
東
城
・
東
城
き
ん

さ
い
市
・
モ
ー
モ
ー
物
産
館
・
道

の
駅
リ
ス
ト
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
食

彩
館
し
ょ
う
ば
ら
ゆ
め
さ
く
ら
）

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
を
準
備
し
、
地

元
な
ら
で
は
の
「
味
」
を
提
供
す

る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

当
日
は
ゆ
め
さ
く
ら
内
の
各
店

舗
も
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

ま
す
。
各
施
設
の
お
薦
め
の
メ

ニ
ュ
ー
が
味
わ
え
る
「
い
っ
ぴ
ん

ま
る
し
ぇ
in
ゆ
め
さ
く
ら
」
へ
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

９
月
１
日
㈯
９
時
～
15
時

と
こ
ろ

食
彩
館
し
ょ
う
ば
ら
ゆ
め
さ
く
ら

イ
ベ
ン
ト
内
容　

●
グ
ル
メ
、
特
産
品
販
売
（
高
野

り
ん
ご
の
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
、
と
ま
と

の
ス
ム
ー
ジ
ー
、
地
鮎
の
昆
布
巻
販

売
な
ど
）

●
米
麦
工
房
21
め
ぐ
み
：
パ
ン
１

割
引

●
ミ
ル
ク
フ
ァ
ー
ム
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｕ
：

ア
イ
ス
シ
ン
グ
ル
・
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
50
円
引
き

●
レ
ス
ト
ラ
ン
花
ほ
ぼ
ろ
：
１
５
０
０

円
以
上
利
用
し
た
個
人
ま
た
は
グ

ル
ー
プ
に
食
後
の
ホ
ッ
ト
コ
ー

ヒ
ー
サ
ー
ビ
ス

●
ミ
ー
ト
工
房
：
比
婆
牛
な
ど
の

お
買
い
得
商
品

●
事
務
局
：
小
学
生
以
下
先
着

１
０
０
人　

お
菓
子
の
つ
か
み
ど

り問
い
合
わ
せ

庄
原
観
光
い
ち
ば
ん
協
議
会
事
務

局
（
観
光
振
興
課
）

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
９

第
31
回
備
北
地
区
　
　
　
　

中
学
生
意
見
発
表
大
会

　

庄
原
市
・
三
次
市
の
中
学
生
に

よ
る
意
見
発
表
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
中
学
生
が
日
常
生
活
や
自
ら

の
体
験
を
通
し
て
日
頃
考
え
て
い

る
こ
と
を
発
表
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
聞
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。

と
き

８
月
23
日
㈭
10
時
～
15
時
30
分

と
こ
ろ

み
よ
し
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

備
北
青
少
年
健
全
育
成
連
絡
協
議

会
事
務
局
（
み
よ
し
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
８
２
４
‐
64
‐
０
０
９
２

ふ
る
さ
と
応
援
団
員
・
協
賛

店
募
集

　

市
は
、
市
外
に
お
住
ま
い
の
方

に
「
庄
原
市
ふ
る
さ
と
応
援
団
」

と
い
う
制
度
で
、
庄
原
市
の
Ｐ
Ｒ

や
特
産
品
の
購
入
、
ふ
る
さ
と
納

税
な
ど
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

　

本
市
出
身
の
方
や
庄
原
市
が
好

き
で
応
援
し
て
も
ら
え
る
方
な

ど
、
ど
な
た
で
も
応
援
団
に
入
団

で
き
ま
す
。
離
れ
て
暮
ら
す
ご
家

族
や
ご
友
人
に
ぜ
ひ
紹
介
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み
方
法

　

所
定
の
申
し
込
み
用
紙
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
用
紙

は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

対
象

　

市
外
に
お
住
ま
い
の
方
。
登
録

期
間
は
１
年
間
で
年
度
ご
と
に
更

新
し
ま
す
。

活
動
内
容

　

次
の
項
目
の
う
ち
協
力
で
き
る

範
囲
で
活
動
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
庄
原
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

▼
庄
原
市
特
産
品
の
購
入
や
Ｐ
Ｒ

▼
庄
原
市
へ
の
情
報
提
供(

企
業

誘
致
や
定
住
促
進
な
ど)

▼「
庄
原
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
」

(

ふ
る
さ
と
納
税)

へ
の
協
力
と
Ｐ
Ｒ

団
員
特
典

　

団
員
向
け
会
報
誌
を
年
３
回
贈

呈
し
ま
す
。
ま
た
、
団
員
証
を
提

示
す
る
と
、
市
内
協
賛
店
で
優
遇

や
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。（
例
：

食
後
の
ド
リ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス
な

ど
）

　

ま
た
、
こ
の
制
度
に
賛
同
し
、

団
員
に
特
典
を
提
供
し
て
い
た
だ

く
市
内
の
協
賛
店
も
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。
協
賛
店
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
団
員
向
け
会
報
誌
で

お
店
の
情
報
を
掲
載
し
、
Ｐ
Ｒ
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
ふ
る
さ
と
応
援
団
事
務
局

（
観
光
振
興
課
観
光
振
興
係
）

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
９

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
体
験
　
　
　
　

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

　

市
は
、
市
内
を
流
れ
る
西
城
川

を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
、
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
体
験
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
と
は
、
特
殊
な

ゴ
ム
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
川
を
下
る

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
で
、
市
で

は
庄
原
市
観
光
協
会
と
連
携
し
、

庄
原
の
豊
か
な
自
然
を
思
い
切
り

楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
魅
力
的
な

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
、
県
外

の
中
高
生
を
対
象
に
受
け
入
れ
を

進
め
て
い
ま
す
。

募　
　

集

申
し
込
み
先

庄
原
市
観
光
協
会

☎
０
８
２
４
‐
75
‐
０
１
７
３

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
75
‐
０
１
７
２

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

人
権
作
品
募
集

　

生
命
の
尊
さ
や
生
き
る
こ
と
の

す
ば
ら
し
さ
、
平
和
の
大
切
さ
を

表
現
し
た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。
多

く
の
皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

募
集
部
門

①
標
語
の
部

②
詩
・
作
文
の
部

③
絵
画
・
詩
画
・
ポ
ス
タ
ー
・
写

　

西
城
川
か
ら
眺
め
る
庄
原
の
美

し
い
田
園
風
景
や
、
皆
で
力
を
合

わ
せ
て
ボ
ー
ト
を
操
船
し
な
が
ら

激
流
を
乗
り
越
え
る
体
験
は
、
大

変
貴
重
な
も
の
で
す
。
初
心
者
で

も
大
歓
迎
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

と
き

①
９
月
９
日
㈰
13
時
～
16
時
30
分

②
９
月
21
日
㈮
13
時
～
16
時
30
分

③
９
月
30
日
㈰
13
時
～
16
時
30
分

※
受
付
開
始
12
時
30
分

※
河
川
の
水
量
に
よ
り
中
止
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

集
合
場
所

鮎
の
里
公
園

対
象

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
（
※
中
学

生
以
上
）
※
妊
娠
中
や
傷
病
中
の

方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数
・
参
加
費

１
回
に
つ
き
20
人
・
１
人
に
つ
き

２
千
円

持
参
物

着
替
え
・
タ
オ
ル
・
飲
料
（
※
ヘ

ル
メ
ッ
ト
・
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
・
ウ
ェ
ッ
ト
ス
ー
ツ
・
リ
バ
ー

シ
ュ
ー
ズ
は
用
意
し
て
い
ま
す
）

そ
の
他

　

爪
は
事
前
に
切
っ
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。
眼
鏡
を
使
用
す
る
場
合

は
、
落
下
防
止
用
ひ
も
を
ご
準
備

く
だ
さ
い
。

ラフティングの様子
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お知らせInformation

第
14
回
庄
原
絵
手
紙
大
賞
　

作
品
募
集

　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ア
ー
ト
多
愛

夢
運
営
協
議
会
で
は
、
創
作
意
欲

と
技
術
の
向
上
、郷
土
へ
の
愛
着
、

地
域
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
絵

手
紙
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

市
内
在
住
ま
た
は
通
学
、
通
勤
の
方

応
募
方
法

・
未
発
表
の
自
作
絵
手
紙
（
ハ
ガ

キ
サ
イ
ズ
）
１
人
２
点
以
内
と
し

ま
す
。

・
題
材
は
自
由
で
す
。

・
作
品
の
裏
面
に
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
年
齢
（
園
児
、
児
童

生
徒
、
学
生
は
保
育
所
・
幼
稚
園
・

学
校
名
、
学
年
）・
電
話
番
号
を

記
入
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

・
一
般
、
子
ど
も
の
部
そ
れ
ぞ
れ

に
、
大
賞
・
優
秀
賞
・
奨
励
賞
を

授
与
し
ま
す
。
入
賞
作
品
お
よ
び

応
募
作
品
は
10
月
８
日
㈪
～
10
日

㈬
に
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ア
ー
ト
多

愛
夢
で
展
示
し
ま
す
。
な
お
、
入

賞
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者
に
帰

属
し
、
作
品
の
返
却
は
行
い
ま
せ

ん
。

募
集
期
間　

８
月
20
日
㈪
～
９
月
18
日
㈫

作
品
の
送
り
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
２
７
‐
０
０
１
３

庄
原
市
西
本
町
二
丁
目
17
番
15
号 

庄
原
市
民
会
館
内

庄
原
市
文
化
協
会

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
５
４
５
３

〒
７
２
７
‐
８
５
０
１

庄
原
市
中
本
町
一
丁
目
10
番
１
号

商
工
林
業
課
商
工
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
８

電
波
利
用
環
境
保
護

　

電
波
は
警
察
、
消
防
・
救
急
、

放
送
、
携
帯
電
話
な
ど
、
私
た
ち

の
生
活
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。不
法
電
波
は
、

こ
の
よ
う
な
大
切
な
通
信
を
妨
害

し
て
、
私
た
ち
の
生
活
を
脅
か
し

ま
す
。
電
波
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
電
波
の
３
つ
の
ル
ー
ル

①
無
線
機
器
の
利
用
に
は
「
技
適

マ
ー
ク
」
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ

い
。

②
電
波
の
利
用
に
は
、
原
則
、
免

許
が
必
要
で
す
。

③
外
国
規
格
の
無
線
機
器
は
、
国

内
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

中
国
総
合
通
信
局
電
波
監
理
部
電

波
利
用
環
境
課

☎
０
８
２
‐
２
２
２
‐
３
３
３
３

自衛官募集　～平和を仕事にする～
募集項目 応募資格 受付期間 試験期日

防衛大学校
学生

推薦

高卒
（見込み含む）

21歳未満

９月５日㈬～７日㈮
９月22日㈯・23日㈰

総合選抜 １次：９月22日㈯ 
２次：10月27日㈯・28日㈰

一般（前期）

９月５日㈬～28日㈮

１次：11月３日㈯・４日㈰
２次：12月11日㈫～15日㈯

防衛医科大学校
医学科学生

１次：10月27日㈯・28日㈰
２次：12月12日㈬～14日㈮

防衛医科大学校
看護学科学生

（自衛官コース）
１次：10月20日㈯
２次：12月１日㈯・２日㈰

自衛官候補生
18 歳以上

27 歳未満
随　　時 受付時にお知らせします。

※待遇、給与など詳しくは、自衛隊広島地方協力本部ホームページをご覧になるか、
　三次地域事務所（☎ 0824-62-0350）にお問い合わせください。 

広島地本 検索

真
な
ど
の
部

応
募
方
法

・
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
、

１
人
１
点
と
し
ま
す
。

・
作
品
に
は
、
住
所
（
学
校
を
通

し
て
応
募
し
な
い
場
合
）
ま
た
は

学
校
名
・
学
年
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

・「
標
語
の
部
」
の
作
品
は
、
フ
ェ

ル
ト
ペ
ン
な
ど
で
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

・
優
秀
作
品
の
発
表
お
よ
び
表
彰

は
、
庄
原
市
人
権
講
演
会
（
12
月

開
催
予
定
）
で
行
い
、
入
賞
者

へ
は
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

す
。

・
作
品
を
直
接
持
参
す
る
場
合
は
、

生
涯
学
習
課
ま
た
は
各
支
所
教
育

室
ま
で
。
郵
送
の
場
合
は
、
生
涯

学
習
課
宛
て
に
お
送
り
く
だ
さ

い
。
な
お
、
応
募
作
品
の
返
却
は

原
則
と
し
て
行
い
ま
せ
ん
。

募
集
締
切

９
月
７
日
㈮
必
着

作
品
の
送
り
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
２
７
‐
８
５
０
１

庄
原
市
中
本
町
一
丁
目
10
番
１
号

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
８

メ
ー
ル　

syogai-syakai@
city.

shobara.lg.jp

そ  

の  

他

８
月
は
　
　
　
　
　
　
　
　

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

　
「
き
ら
き
ら
の　

こ
の
道
ず
っ

と　

守
ろ
う
よ
」（
平
成
30
年
度

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
推
進
標

語(

小
学
生
の
部)

最
優
秀
作
品
）

　

私
た
ち
が
日
頃
何
げ
な
く
使
っ

て
い
る
道
路
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な

役
割
が
あ
り
ま
す
。
自
動
車
や
歩

行
者
が
通
行
し
た
り
、
水
道
管
な

ど
の
公
共
的
な
設
備
が
設
置
さ
れ

た
り
し
ま
す
。
道
路
は
私
た
ち
の

生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

大
切
な
施
設
で
す
。
し
か
し
、
身

近
な
存
在
で
あ
る
た
め
か
、
そ
の

重
要
性
は
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
。

　

誰
も
が
毎
日
使
う
道
路
で
す
。

８
月
の
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

を
契
機
に
、
安
全
で
快
適
な
道
路

環
境
を
保
持
す
る
た
め
、
道
と
生

活
と
の
関
わ
り
や
、
魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
の
た
め
の
道
路
の
役

割
、
正
し
い
利
用
な
ど
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

建
設
課
管
理
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
０

道
路
占
用
に
つ
い
て

　

道
路
は
自
由
な
通
行
を
目
的
と

す
る
も
の
で
す
が
、
そ
の
目
的
以

外
に
も
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
な
る

上
下
水
道
管
、
電
柱
、
電
線
な
ど

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

道
路
占
用
と
は
、
通
行
目
的
以

外
に
道
路
の
地
上
、
地
下
ま
た
は

上
空
に
物
件
や
施
設
を
設
置
し
、

継
続
し
て
道
路
を
使
用
す
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。

　

道
路
占
用
は
、
多
少
な
り
と
も

通
行
の
支
障
に
な
る
こ
と
か
ら
、

事
前
に
道
路
管
理
者
の
許
可
を
得

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
道
を
占
用
す
る
場
合
は
建
設

課
ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
室
・

地
域
振
興
室
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

道
路
占
用
物
件
に
よ
っ
て
は
、

占
用
料
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

建
設
課
管
理
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
０

ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
室
・
地

域
振
興
室

歯
科
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す

　

平
成
29
年
度
中
に
75
歳
に
な
ら

れ
た
方
は
歯
科
健
診
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

対
象
者

昭
和
17
年
4
月
1
日
か
ら
昭
和
18

年
3
月
31
日
生
ま
れ
の
方

（
※
歯
科
健
診
の
受
診
時
に
引
き

続
き
広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
で
あ
る
方
）

受
診
期
間

９
月
１
日
㈯
～
12
月
31
日
㈪
ま
で

の
歯
科
医
療
機
関
診
療
日

申
込
期
間

８
月
１
日
㈬
～
11
月
30
日
㈮

健
診
費
用　

無
料
（
治
療
な
ど
は
本
事
業
の
対

象
外
で
す
）

健
診
内
容

●
現
在
の
歯
の
状
況
●
口
腔
清
掃

状
況
等
●
歯
周
組
織
の
状
況
●
義

歯
の
状
況
●
咬
合
状
態
●
口
腔
機

能受
診
場
所

広
島
県
歯
科
医
師
会
が
指
定
す
る

歯
科
医
療
機
関

（
※
申
し
込
み
後
、
受
診
券
と
一
緒
に

医
療
機
関
一
覧
表
を
送
付
し
ま
す
。）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
８
２
‐
５
０
２
‐
３
０
１
０

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

　

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の
中

学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
は
、
病

気
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ

り
、
保
護
者
が
義
務
教
育
の
学
校

に
就
学
さ
せ
る
義
務
を
猶
予
ま
た

は
免
除
さ
れ
た
子
な
ど
に
つ
い

て
、
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が

あ
る
か
ど
う
か
を
認
定
す
る
た
め

に
国
が
行
う
試
験
で
、
合
格
者
に

は
高
等
学
校
の
入
学
資
格
が
与
え

ら
れ
ま
す
。

　

受
験
案
内
は
９
月
７
日
㈮
ま
で

生
涯
学
習
課
で
配
布
中
で
す
。

　

願
書
は
８
月
20
日
㈪
か
ら
９
月

７
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で

に
文
部
科
学
省
へ
郵
送
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
８

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
４

メ
ー
ル　

syogai-syakai@
city.

shobara.lg.jp

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
サ
ン
デ
ー

　

多
忙
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
る

女
性
の
た
め
に
、「
10
月
第
３
日

曜
日
に
全
国
ど
こ
で
も
乳
が
ん
・

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
が
受
診

で
き
る
環
境
づ
く
り
」
へ
の
取
り

組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

乳
が
ん
検
査
を
希
望
す
る
方

は
、ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

と
き

10
月
21
日
㈰
９
時
～
12
時

対
象
者

30
歳
以
上
の
方

※
妊
娠
中
、
授
乳
中
の
方
は
受
診

で
き
ま
せ
ん
。
過
去
１
年
以
内
に

乳
が
ん
検
診
を
受
診
し
た
方
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

検
査
内
容

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
お
よ
び
乳
腺

エ
コ
ー
検
査

※
医
師
に
よ
る
視
触
診
は
あ
り
ま

せ
ん
。
い
ず
れ
も
女
性
技
師
が
対

応
し
ま
す
。

費
用

５
千
円
（
税
込
）

申
込
方
法

事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

予
約
開
始

９
月
３
日
㈪

※
定
員
に
な
り
次
第
、
受
け
付
け

を
終
了
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
立
三
次
中
央
病
院
医
事
課
医
事
係

☎
０
８
２
４
‐
65
‐
０
１
０
１

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
65
‐
０
１
５
０
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
　
　

補
聴
器
購
入
費
助
成
事
業

　

市
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
対
象
と
な
ら
な
い
軽
度
・
中
等

度
の
難
聴
児
の
言
語
能
力
の
向
上

を
支
援
す
る
た
め
、
補
聴
器
購
入

費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

▼
交
付
を
希
望
す
る
方
は
、
補
聴

器
を
購
入
す
る
前
に
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
申
請
窓
口
は
社
会
福
祉
課
ま
た

は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市
民
生

活
室
で
す
。

対
象
者

市
内
に
住
所
が
あ
っ
て
、次
の
①
・

②
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
18
歳

未
満
の
難
聴
児
の
保
護
者

広報しょうばら／ 2018.8　26 27　2018.8 ／広報しょうばら
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①
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
原
則
と

し
て
30
デ
シ
ベ
ル
以
上

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
外

※
た
だ
し
、
世
帯
の
中
に
市
町
村
民

税
所
得
割
額
が
46
万
円
以
上
の
人

が
い
る
場
合
は
対
象
外
と
し
ま
す
。

助
成
金
の
額

補
聴
器
購
入
費
と
基
準
額
を
比
較

し
て
少
な
い
金
額
の
３
分
の
２

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▼
印
鑑

▼
医
師
の
意
見
書（
指
定
の
用
紙
）

▼
意
見
書
に
基
づ
き
補
聴
器
販
売

業
者
が
作
成
し
た
見
積
書

手
続
き
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
０

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市

民
生
活
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児

福
祉
手
当
の
支
給

●
特
別
障
害
者
手
当

対
象

身
体
ま
た
は
精
神
に
著
し
く
重
度

の
障
害
が
あ
る
た
め
に
、
日
常
生

活
で
常
時
、
特
別
の
介
護
を
必
要

と
す
る
状
態
に
あ
る
20
歳
以
上
の

人
。（
審
査
あ
り
）

支
給
額

月
額
２
万
６
９
４
０
円
（
原
爆
介

護
手
当
と
の
支
給
調
整
あ
り
）

※
施
設
へ
入
所
、
ま
た
は
３
カ
月

以
上
入
院
し
た
場
合
は
受
給
資
格

を
失
い
ま
す
。（
必
ず
資
格
喪
失

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

●
障
害
児
福
祉
手
当

対
象

身
体
ま
た
は
精
神
に
重
度
の
障
害

が
あ
る
た
め
に
、
日
常
生
活
で
常

時
、
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に

あ
る
20
歳
未
満
の
人
。（
年
金
受

給
者
は
対
象
外
）

支
給
額

月
額
１
万
４
６
５
０
円

※
施
設
に
入
所
し
た
場
合
は
受
給

資
格
を
失
い
ま
す
。（
必
ず
資
格

喪
失
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

支
給
月

い
ず
れ
の
手
当
も
２
・
５
・
８
・
11

月
に
前
３
カ
月
分
の
手
当
を
支
給

手
続
き
に
必
要
な
も
の　

診
断
書
（
指
定
の
用
紙
）、
印
鑑
、

所
得
状
況
届
、
年
金
・
恩
給
受
給
額

の
確
認
書
類
、
振
込
先
通
帳
な
ど

手
続
き
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
０

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市

民
生
活
室

高
速
道
路
沿
い
の
支
障
木
　

な
ど
の
伐
採
に
ご
協
力
を

　

台
風
・
強
風
な
ど
に
よ
り
高
速

道
路
の
通
行
に
支
障
と
な
る
倒
木

な
ど
を
伐
採
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
土
地
所
有
者
が
伐
採
す
る
際

に
、
高
速
道
路
へ
の
影
響
が
危
惧

さ
れ
る
場
合
は
、
道
路
管
理
者
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

【
中
国
道
】
Ｎネ

ク

ス

コ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本　

三
次
高
速
道
路
事
務
所

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
５
１
３
５

【
尾
道
松
江
道
】
国
土
交
通
省
三

次
河
川
国
道
事
務
所

☎
０
８
２
４
‐
63
‐
４
１
２
１

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
を
実

施
し
ま
す

　

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
は
昭
和

23
年
か
ら
５
年
ご
と
に
行
わ
れ

て
い
る
国
の
基
幹
統
計
調
査
で

す
。
全
国
約
３
７
０
万
世
帯
を
対

象
と
し
た
大
規
模
な
調
査
で
、
住

宅
数
や
居
住
状
況
の
ほ
か
、
高
齢

化
社
会
を
支
え
る
居
住
環
境
や
耐

震
性
・
防
火
性
と
い
っ
た
住
宅
性

能
水
準
の
達
成
度
、
土
地
の
利
用

状
況
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。
調
査

の
実
施
に
当
た
り
、
調
査
員
証
を

持
っ
た
統
計
調
査
員
が
地
域
を
巡

回
し
た
り
、
抽
出
さ
れ
た
世
帯
を

訪
問
し
、
調
査
票
の
記
入
を
依
頼

し
た
り
し
ま
す
。

　

主
な
調
査
項
目
は
、
現
在
住
ん

で
い
る
住
居
に
関
す
る
事
項
、
世

帯
に
関
す
る
事
項
、
現
住
居
以
外

の
住
宅
に
関
す
る
事
項
、
現
住
居

以
外
の
土
地
に
関
す
る
事
項
で

そ
の
他

第
14
回
中
学
生
に
よ
る
　

英
語
ス
ピ
ー
チ
大
会

（
６
月
10
日
／
庄
原
市
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
）

庄
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
賞

T
h

e b
aton of love and 

tradition

（
愛
情
と
伝
統
の
バ
ト
ン
）

堀
内　

菜
摘
（
庄
原
中
３
年
）

し
ょ
う
ば
ら
国
際
交
流
協
会
会
長
賞

N
avigating a N

ew
 W

orld : 
M

y L
ife in the U

.K
.

（
当
た
り
前
の
大
切
さ
）

神
本
す
み
れ
（
西
城
中
３
年
）

庄
原
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

M
y journey to the sky

（
空
へ
の
旅
）

藤
原
穂
乃
加
（
庄
原
中
３
年
）

特
別
賞

M
A

N
G

A
 m

akes the w
orld a 

happy place

（
マ
ン
ガ
は
世
界
を
幸
せ
に
す
る
）

伊
藤
な
お
み
（
庄
原
中
１
年
）

※「
あ
っ
ぱ
れ
！
庄
原
」
に
該
当
す

る
方
の
情
報
は
、
行
政
管
理
課
広

報
統
計
係
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

す
。
調
査
実
施
中
は
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
調
査

基
準
日
は
10
月
１
日
で
す
が
、
こ

の
た
び
の
豪
雨
で
被
災
し
た
一
部

地
域
で
は
調
査
実
施
を
延
期
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

行
政
管
理
課
広
報
統
計
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
９

県
大
会

平
成
30
年
度
広
島
県
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
軟
式
野
球

交
流
大
会

（
６
月
30
日
～
７
月
１
日
／
府
中
市
）

第
３
位　

東
三
区
板
橋
少
年
野
球

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（http://www.bihoku-park.go.jp/）

備北夏まつり
８月26日㈰まで開催中！

国営備北
丘陵公園
だより

【
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
池
】

と
き

８
月
26
日
㈰
ま
で

９
時
30
分
～
18
時

※
入
場
は
17
時
ま
で

と
こ
ろ

備
北
オ
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ

カ
ブ
ト
ム
シ
ド
ー
ム　
　

大
人
気
公
開
中
！

公
開
期
間　

８
月
26
日
㈰
ま
で

公
開
時
間　

９
時
30
分
～
18
時

※
い
こ
い
の
森
入
場
は
17
時
ま
で

と
こ
ろ　

い
こ
い
の
森

※
最
寄
り
駐
車
場
は
第
７
駐
車
場

ナ
ゾ
ト
キ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

～
ニ
ン
ジ
ャ
ク
エ
ス
ト　
　

ひ
ば
妖
魔
幻
術
大
戦
記
～

　

忍
者
に
な
っ
て
3
つ
の
「
密
令

（
ク
エ
ス
ト
）」
を
果
た
し
、
ひ
ば

の
里
の
平
和
を
取
り
戻
そ
う
！

と
き　

８
月
26
日
㈰
ま
で

10
時
～
17
時
30
分

※
受
け
付
け
は
16
時
ま
で

参
加
費　

密
令
１
：
６
０
０
円

　
　
　
　

密
令
２
：
７
０
０
円

　
　
　
　

密
令
３
：
８
０
０
円

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里
（
受
け
付
け
は
中
の

広
場
特
設
テ
ン
ト
）

水
あ
そ
び
情
報

【
水
あ
そ
び
コ
ー
ナ
ー
】

と
き　

８
月
26
日
㈰
ま
で　
　

※
縦
横
７
メ
ー
ト
ル
の
プ
ー

ル
は
８
月
15
日
㈬
ま
で

９
時
30
分
～
17
時
30
分

と
こ
ろ

中
の
広
場

約
５
万
本
の
ひ
ま
わ
り
畑

開
花
期
間　

８
月
中
旬
ご
ろ
ま
で

※
天
候
に
よ
っ
て
開
花
時
期
が

変
動
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ

み
の
り
の
里　

ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場

※
最
寄
り
駐
車
場
は
第
２
駐
車
場

●
ひ
ま
わ
り
の
切
り
花
体
験

と
き

８
月
11
日
（
土
・
祝
）・
12
日
㈰

13
時
～
15
時　

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了
。

※
天
候
な
ど
に
よ
り
、
開
催
を

延
期
ま
た
は
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ

み
の
り
の
里　

ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場

　
　
　
　

※
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
、

電
話
ま
た
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

いこいの森「カブトムシドーム」や園内各所の「水あそびコーナー」、
ひばの里の「竹の遊具づくり」「夏のお菓子づくり」など、子どもか
ら大人までみんなで楽しめるイベントが盛りだくさんです！

（訴訟代理権認定第524014号）（司法書士登録番号828号）

業務のご案内業務のご案内

詳しくはホームページに記載しています。
庄原　司法書士 検索

●不動産の名義変更
●相続登記・遺言
●借金の整理

●成年後見
●会社の登記
●簡易裁判所訴訟代理等

広島北部司法事務所
新住所 〒727-0012 広島県庄原市中本町一丁目8番16号  TEL0824-72-2315（要予約）

広告

平成２９年４月１日より庄原市役所前に事務所移転しました。

広告広告
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しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と   き　９月９日（日）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.jp/information.html

９月

おいしい梅ジュース
～七塚保育所の取り組み～

休日診療のご案内

●東城地域

８月・９月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶平成30 年７月豪雨で被災された皆さまに心から
お見舞い申し上げます。８月号の編集のため、被災さ
れた地域の取材にいきました。川沿いのお宅では、床
上浸水して、座板が壊れてしまっているお宅もあり
ました。雨が降っている最中、お住まいの方は避難所
などへ避難しておられたとは思いますが、どれだけ
恐ろしい思いをされたことかと、言葉を失い、自然の
力の恐ろしさを痛感しました。また、家屋が全壊され
た方もいらっしゃいます。復旧にはまだまだ時間が
かかると思いますが、１日も早く、被災された方の心
も含み日常を取り戻されることを願っています。
▶このたびの豪雨により被災された皆さまに心から
お見舞い申し上げます。西日本を中心とした広い地
域で被害が起きており、改めて自然災害の恐ろしさ
を感じました。
　九州など遠方から庄原市へボランティアにいらっ
しゃったとのお話を伺い、人の心のあたたかさを感
じました。ひとりでは難しいことも、周囲の助けがあ
れば乗り越えられることもあると思います。暑い日
が続いていますので、無理をされずくれぐれも体調
にご留意ください。

８月26日（日）日伝医院 ☎08477-2-2180
９月２日（日）東城病院 ☎08477-2-2150

９日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151
16日（日）こぶしの里クリニック ☎08477-2-5255

人の動き （庄原市の人口） 

平成30年６月末現在

食育コーナー　  

問児童福祉課 ☎ 0824-73-1214

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　　３５，８２０人　　（前年比－６９３人）　
男　　　１７，０２９人　　（前年比－２９２人）　
女　　　１８，７９１人　　（前年比－４０１人）　
世帯数　１５，６７５世帯　（前年比－１０５世帯）
[ うち外国人 ]　人口　３７６人（前年比＋２７人）

　七塚保育所では、春は山菜採り、夏は野菜の収穫、秋は芋掘り
や稲刈りと、子どもたちは四季を通じて、さまざまな活動の中で
自然と食のつながりを体験しています。
　稲作や菜園活動では、苗植えから収穫までを観察・体験するこ
とで作物には命があることを学び、筍掘りやフキ採りなどでは、
自然の恵みを見つけたり食べたりすることの喜びを経験していま
す。力いっぱい五感を働かせ、身近な食材に出会うことで、旬の
味や香り・食感に気づき、食への関心を高めています。
　今年は保育所の２本の梅の木に、たわわに梅の実が実りました。
子どもたちは木登りや踏み台を利用して、高い枝に手を伸ばし、
一生懸命に梅の実を採りました。採った実は水にさらし、あくを
抜いた後、子どもたちがようじを使って一つずつへたを取り除き、
表面に無数の穴を開けて氷砂糖に漬けました。廊下に置いた瓶の
中で日に日に氷砂糖が溶け始め梅のジュースがたまっていくさま
を毎日楽しみに観察しました。「お水がたまってきたよ」「梅が茶
色くなってきたよ」「早くジュースが飲みたいなー」「まだ？」待
つこと約１カ月。梅の実がしわしわになり氷砂糖がすっかり溶け
て飲み頃を迎えました。冷やした水で割った梅ジュース。ちょっ
ぴりすっぱいけれど、さわやかな梅の香りに包まれた初夏の味を
堪能しました。

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願
いします。

実施日 会　場 受付時間

９月６日㈭ 庄原市役所
東城支所

10時～11時30分
12時30分～15時

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

梅の実の収穫に夢中

梅ジュースできたかな？と楽しみに待つ子どもたち

祝開館15周年　
－市民と共に歩む博物館へ－

時悠館   ☎ 08477-6-0161

開館：９時～17時　休館：水曜（祝日開館・翌日休館）・年末年始

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

８月・９月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○草木染め教室　
　とき  ８月27日㈪①９時～12時②13時30分～16時
　参加費　５千円　　定員　各 12 人　
　午前の部の生徒を数名募集しています。
　定員に達したら募集を締め切ります。

▶展示・イベント
○アジアンドリーム展 とき  ８月９日㈭～ 16 日㈭
○お盆用切り花販売　 とき  ８月 11 日㈯～ 13 日㈪
    ６時～　＊８月 14 日㈫は営業
○夏まつり  とき  ８月 11 日㈯～ 16 日㈭
○土曜夜市  とき  ８月４日㈯　18 時～ 21 時
○いっぴんまるしぇinゆめさくら
　とき９月１日㈯９時～15時

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。
お茶席（庄原茶道連盟）
とき　９月９日㈰　９時30分～16時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工林業課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

☎ 0824-75-4411

♬ 第 91 回ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

と　き　８月 27 日㈪ 12 時 15 分～ 55 分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　フルートアンサンブル「プチコンコード」
広
ひろおか

岡真
ま き

紀（フルート）　松
まつうら

浦美
み お

音（フルート）
宮
みやもと

本美
み さ ほ

佐穂（アルトフルート）谷
たにぐち

口千
ち ほ

穂（バスフルート）
演奏曲目　アイネ・クライネ・ナハトムジークより
第 1楽章、美女と野獣　ほか
▶広岡真紀…島根大学教育学部特音課程卒業。日本
クラシック音楽コンクール奨励賞受賞。第 18 回広
島市新人演奏会出演。広島ウインドオーケストラ首
席フルート奏者。
▶松浦美音…エリザベト音楽大学卒業、同大学大学
院を首席で修了。エリザベト音楽大学付属音楽園講
師。
▶宮本美佐穂…エリザベト音楽大学卒業、同大学院
修了。日本クラシック音楽コンクール奨励賞受賞。
エリザベト音楽大学、安田学園安田女子中学校、広
島アーツ楽器音楽教室講師。
▶谷口千穂…エリザベト音楽大学卒業。ヤマハ高陽
センター、木定音楽センター、サンリブカルチャー
府中教室フルート講師。

　帝釈峡博物展示施設「時悠館」は、昭和 42（1967）年設
立の「帝釈郷土館」を前身とする現地型博物館です。本年
10 月 17 日に開館 15 周年を迎える当館では、市民の皆さん
と共に歩み、共に成長する博物館を目指します。
○全国に誇れる帝釈峡遺跡群と帝釈峡の自然
　時悠館のテーマは、「全国に誇れる帝釈峡遺跡群と帝釈峡
の自然」。館内には、50 年以上も続いた発掘調査の成果のう
ち、世界最古の一群に属する縄文草創期、１万２千年以上前
の土器など、全国に誇るべき貴重な資料が収蔵されています。
○帝釈峡遺跡群および帝釈峡の地域資源としての活用と継承
　時悠館が果たすべき役割は、「帝釈峡遺跡群および帝釈峡
の地域資源としての活用と継承」。この役割を果たすため、

「上帝釈へ多くの観光客に訪れてもらい、引いては帝釈峡全
体の活性化につなげる目的」で整備された施設としての、“原
点”に立ち返ります。
○帝釈峡と人々をつなぐビジターセンター
　時悠館が目指す姿は、「帝釈峡と人々をつなぐビジターセ
ンター」。東城小学校、帝釈自治振興区、帝釈峡観光協会、
東城町文化財協会、広島大学など、多様な主体と連携して帝
釈峡の魅力を共に掘り起こし、発信します。
○全国に誇れる “ 市民の博物館 ” へ－東城小６年生との共同研究－
　当館では、小学生を連携すべき市民の大切な一員と捉え、
東城小６年生の総合的学習の時間を通じて、子ども目線から
業務を見直し、館機能の全面強化を図ります。
　その名も「東城小６年生との共同研究」。この研究では、
東城小６年生 33 人を「時悠館子ども学芸員」と位置づけ、
子どもたちの記憶に残る“特別な体験”として、博物館での
実際の学芸業務を体験してもらいます。

￥
市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●収納課　　　　　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１４５
●下水道課管理係　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１７５
●水道課業務係　　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１９７
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